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今
年
五
月
に
東
京

デ
ィ
ズ
ニ
ー
リ
ゾ
ー
ト

の
ホ
テ
ル
で
発
覚
し

た
問
題
が
発
端
と
な

り
、一
流
ホ
テ
ル
や
百

貨
店
で
メ
ニ
ュ
ー
表
示

と
異
な
る
食
材
を
使

う「
食
材
偽
装
」が
次
々

と
明
る
み
に
出
て
き
た
。な
ぜ
わ

ざ
わ
ざ
顧
客
の
信
用
を
失
わ
せ

る
事
を
当
た
り
前
の
よ
う
に
行

っ
て
き
た
の
だ
ろ
う
か
？
偽
装

表
示
を
お
こ
な
っ
て
い
た
一
部
の

ホ
テ
ル
や
百
貨
店
は
「
メ
ニ
ュ
ー

表
記
は
取
引
業
者
を
信
頼
し
て
、

あ
ら
た
め
て
確
認
し
な
か
っ
た
」

な
ど
と
説
明
し
て
い
る
。そ
の
食

材
を
納
入
し
て
い
る
下
請
け
の

食
材
業
者
に
よ
る
と
、近
年
、食

材
の
原
価
が
上
が
っ
て
い
る
が
、

ホ
テ
ル
や
百
貨
店
は
デ
フ
レ
下
の

競
争
で
、年
ご
と
に
価
格
を
下

げ
よ
、下
げ
よ
と
求
め
る
。
し
か

し
品
質
を
下
げ
る
事
は
認
め
ら

れ
な
い
。
こ
う
し
た
ど
う
し
よ

う
も
な
い
矛
盾
の
中
で
、業
者
は

言
う
。「
我
々
は
ど
う
生
き
れ

ば
よ
い
と
い
う
の
で
し
ょ
う
。
そ

れ
は
、産
地
を
偽
る
の
は
悪
い
事

に
決
ま
っ
て
い
る
の
で
す
が
ね
」

食
材
偽
装
の
氾
濫
は
業
界
の
ず

さ
ん
さ
、い
い
加
減
さ
と
い
う
よ

り
も
む
し
ろ
下
請
け
業
者
の
悲

劇
的
な
苦
境
の
産
物
だ
っ
た
よ

う
だ
。
ホ
テ
ル
や
百
貨
店
は
こ

う
し
た
事
情
は
分
か
っ
て
い
た

は
ず
な
の
に
。な
ん
か
考
え
さ
せ

ら
れ
ま
す
ね
。（
A
）

パノラマ

H25.11.15

□HP

平
成
二
十
五
年
度

　

第
二
回
総
会（
臨
時
）

　

平
成
二
五
年
十
一
月
一
五
日

（
金
）
、
午
後
七
時
三
〇
分
よ

り
大
阪
東
急
イ
ン
に
於
い
て
、

大
阪
北
区
歯
科
医
師
会
平
成
二

五
年
度
第
二
回
総
会
（
臨
時
）

が
開
催
さ
れ
た
。

　

石
崎
好
洋
議
長
、
戎
文
彦
副

議
長
が
着
席
し
、
定
刻
に
石
崎

議
長
よ
り
開
会
宣
言
が
行
わ
れ

た
。
西
本
雅
英
理
事
よ
り
点
呼

の
結
果
報
告
が
あ
り
、
現
会
員

数
一
八
五
名
、
定
足
数
九
三
名
、

出
席
者
三
十
一
名
、
書
面
表
決

五
八
名
、
委
任
状
提
出
二
七
名
、

合
計
百
十
六
名
で
会
の
成
立
が

報
告
さ
れ
た
。
木
下
秀
人
副
会

長
に
よ
る
開
会
の
こ
と
ば
の
後
、

議
長
よ
り
議
事
録
署
名
人
に
十

一
班
・
天
羽
隆
先
生
、
十
一
班
・

清
光
義
隆
先
生
が
指
名
さ
れ
た
。

　

高
麗
誠
紀
会
長
が
挨
拶
に
立

ち
、
「
当
会
は
平
成
二
六
年
四

月
、
一
般
社
団
法
人
移
行
に
向

け
、
準
備
を
順
調
に
進
め
て
い

ま
す
。
今
法
人
移
行
に
際
し
、

当
会
の
財
産
を
最
大
限
死
守
す

る
こ
と
を
念
頭
に
置
き
、
諸
施

策
を
講
じ
ま
し
た
。
本
総
会
で

は
仕
上
げ
と
し
て
新
規
程
を
上

程
し
て
い
ま
す
。
ご
理
解
の
上
、

ご
承
認
く
だ
さ
い
。」と
述
べ
た
。

　

報
告
事
項
に
入
り
、
専
務
理

事
報
告
と
し
て
佐
々
木
裕
専
務

理
事
よ
り
法
人
移
行
の
進
捗
状

況
、
入
会
者
、
退
会
者
に
つ
い

て
報
告
が
述
べ
ら
れ
た
。

　

続
い
て
財
政
検
討
委
員
会
報

告
が
橋
本
收
委
員
長
よ
り
、
第

二
百
二
十
二
回
府
歯
代
議
員
会

報
告
な
ら
び
に
第
百
七
四
回
日

歯
代
議
員
会
報
告
が
天
羽
隆
代

議
員
よ
り
報
告
さ
れ
た
。
議
事

に
移
り

【
第
一
号
議
案
】
一
般
社
団
法

人
大
阪
北
区
歯
科
医
師
会
・
入

退
会
手
続
き
に
関
す
る
規
程（
案
）

制
定
に
つ
い
て

【
第
二
号
議
案
】
一
般
社
団
法

人
大
阪
北
区
歯
科
医
師
会
・
班

お
よ
び
班
長
に
関
す
る
規
程（
案
）

制
定
に
つ
い
て

【
第
三
号
議
案
】
一
般
社
団

法
人
大
阪
北
区
歯
科
医
師
会
・

弔
慰
金
規
程（
案
）制
定
に
つ
い

て【
第
四
号
議
案
】
一
般
社
団
法

人
大
阪
北
区
歯
科
医
師
会
・
入

会
金
、
会
費
及
び
負
担
金（
協

力
金
）
に
関
す
る
規
程（
案
）制

定
に
つ
い
て

【
第
五
号
議
案
】
一
般
社
団
法

人
大
阪
北
区
歯
科
医
師
会
・
部

に
関
す
る
規
程（
案
）制
定
に
つ

い
て

【
第
六
号
議
案
】
一
般
社
団
法

人
大
阪
北
区
歯
科
医
師
会
・
選

挙
に
関
す
る
規
程（
案
）制
定
に

つ
い
て

【
第
七
号
議
案
】
一
般
社
団
法

人
大
阪
北
区
歯
科
医
師
会
・
委

員
会
に
関
す
る
規
程（
案
）制
定

に
つ
い
て

【
第
八
号
議
案
】
一
般
社
団
法

人
大
阪
北
区
歯
科
医
師
会
・
役

員
出
務
費
支
給
規
程（
案
）制
定

に
つ
い
て

　

全
議
案
石
崎
議
長
よ
り
一
括

上
程
さ
れ
、
佐
々
木
専
務
理
事

よ
り
提
案
理
由
の
説
明
が
そ
れ

ぞ
れ
な
さ
れ
可
決
承
認
さ
れ
た
。

協
議
は
な
く
大
塚
俊
裕
副
会
長

よ
り
閉
会
の
こ
と
ば
が
あ
り
、

最
後
に
石
崎
議
長
の
閉
会
宣
言

で
日
程
が
終
了
し
た
。
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学
術
講
演
発
表
会（
会
員
発
表
）

　
「
歯
科
口
腔
外
科
手
術
の
ポ
イ
ン
ト
と
応
用
」
H25.10.1

　

大
阪
歯
科
大
学
附
属
病
院
の

歯
科
口
腔
外
科
な
ら
び
に
イ
ン

プ
ラ
ン
ト
科
で
長
年
に
渡
り
一
線

で
活
躍
さ
れ
た
井
上
雅
裕
先
生

に
御
登
壇
頂
き
、専
門
医
の
目

線
か
ら
日
々
の
臨
床
に
役
立
つ
手

術
時
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
ご
講

演
頂
い
た
。

　

今
回
の
講
演
で
は
、一
般
の
小

手
術
か
ら
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
治
療

に
至
る
ま
で
、
様
々
な
状
況
で

の
臨
床
的
な
ポ
イ
ン
ト
を
、ご

自
身
の
豊
富
な
臨
床
経
験
か

ら
よ
り
詳
細
に
解
説
頂
い
た
が
、

以
下
に
各
項
目
別
の
ポ
イ
ン
ト

を
整
理
す
る
。

（
切
開
の
ポ
イ
ン
ト
）　

　

切
開
を
加
え
る
場
合
に
は
、

神
経
や
脈
管
の
走
行
を
意
識
し

た
切
開
を
心
掛
け
る
よ
う
に
す

る
。こ
れ
ま
で
歯
根
端
切
除
術
の

切
開
時
に
パ
ル
チ
ュ
法
や
ピ
ヒ
ラ

ー
法
な
ど
の
弧
状
切
開
で
知
覚

異
常
を
経
験
し
た
こ
と
が
あ
る

の
で
注
意
が
必
要
。

（
埋
伏
智
歯
抜
歯
時
の
ポ
イ
ン
ト
）

・
最
近
の
若
い
患
者
は
顎
骨
の

発
育
が
悪
い
せ
い
か
、器
具
の
到

達
性
が
悪
い
こ
と
が
あ
る
の
で
、

注
意
が
必
要
。
術
前
に
開
口
量

を
含
め
顎
骨
の
状
態
を
よ
く
検

査
し
て
お
く
こ
と
。

・
浸
潤
麻
酔
は
中
枢
側
か
ら
行

う
こ
と
で
、浸
麻
時
の
痛
み
を
軽

減
で
き
る
。
伝
達
麻
酔
時
に
は
、

骨
面
に
針
を
当
て
な
い
よ
う
に

注
意
す
る
こ
と
。針
先
を
痛
め
て

し
ま
う
と
、針
を
抜
く
際
に
め

く
れ
た
針
先
で
神
経
を
ひ
っ
か
け

る
よ
う
な
損
傷
を
起
こ
す
こ
と

が
あ
る
。

・
切
開
線
は
外
斜
線
方
向
へ
向

け
る
こ
と
で
、頬
側
へ
の
腫
脹
は

起
こ
る
が
、舌
側
・
咽
頭
方
向
へ
の

炎
症
の
波
及
を
抑
制
で
き
る
。

・
へ
ー
ベ
ル
を
か
け
て
亜
脱
臼
さ

せ
る
場
合
に
は
、歯
冠
を
上
方
へ

上
げ
る
と
、歯
根
の
先
端
で
、下

歯
槽
神
経
の
上
壁
を
損
傷
し
、

知
覚
異
常
を
発
現
さ
せ
る
こ
と

が
あ
る
の
で
方
向
に
注
意
が
必
要
。

ま
た
、歯
冠
を
切
断
す
る
際
、一

回
で
大
き
く
切
れ
な
い
よ
う
な

症
例
で
は
、二
回
に
分
け
て
分
割

し
、真
ん
中
の
歯
質
を
上
方
に
抜

く
と
ス
ム
ー
ズ
に
歯
冠
の
除
去
を

行
う
こ
と
が
で
き
る
。

・
縫
合
は
確
実
な
止
血
後
行
う

が
、止
血
に
は
サ
ー
ジ
セ
ル
が
特

に
有
効
。
出
血
点
の
上
に
置
い
た

サ
ー
ジ
セ
ル
の
上
か
ら
更
に
ガ
ー

ゼ
圧
迫
す
る
こ
と
で
、よ
り
効
果

的
な
止
血
が
可
能
と
な
る
。

・
縫
合
針
は
、一
般
に
縫
い
に
く
い

と
言
わ
れ
る
丸
針
を
上
手
に
使

用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、

角
針
や
Ｐ
カ
ッ
ト
針
を
使
う
方

が
良
い
。

・
抜
歯
等
で
口
角
炎
が
生
じ
た

場
合
に
は
、ケ
ナ
ロ
グ
や
デ
キ
サ
ル

チ
ン
軟
膏
で
は
な
く
テ
ラ
コ
ー
ト

リ
ル
軟
膏
や
イ
ソ
ジ
ン
軟
膏
を
塗

布
す
る
べ
き
で
あ
る
。

・
ド
ラ
イ
ソ
ケ
ッ
ト
が
起
こ
っ
た

場
合
、十
分
に
水
分（
唾
液
）を

取
り
除
い
て
か
ら
、テ
ラ
コ
ー
ト
リ

ル
軟
膏
や
キ
シ
ロ
カ
イ
ン
ゼ
リ
ー

を
入
れ
る
よ
う
に
す
る
。

（
智
歯
以
外
の
埋
伏
歯
の
ポ
イ
ン
ト
）

・
経
過
観
察
す
る
か
、抜
歯
す

る
か
の
判
断
が
必
要
に
な
る
が
、

経
過
観
察
す
る
場
合
に
は
、萌

出
す
る
こ
と
に
よ
り
、隣
接
歯
の

歯
根
を
吸
収
さ
せ
て
し
ま
う
こ

と
が
あ
る
の
で
、萌
出
誘
導
を
行

う
こ
と
も
有
効
で
あ
る（
い
わ
ゆ

る
開
窓
療
法
）

（
凍
結
外
科
の
ポ
イ
ン
ト
）

・
細
胞
は
マ
イ
ナ
ス
二
〇
度
で
、

内
部
が
凍
結
し
、細
胞
膜
が
破

壊
さ
れ
る
の
で
、壊
死
し
て
し
ま

う
。こ
れ
を
利
用
し
た
の
が
凍
結

外
科
療
法
で
、浸
麻
後
ド
ラ
イ
ア

イ
ス
を
用
い
て
表
面
を
圧
迫
す

る
方
法
が
一
般
的
で
、術
後
の
不

快
症
状
も
少
な
く
、抜
糸
の
必

要
も
な
い
。

・
口
唇
に
生
じ
た
粘
液
嚢
胞
な

ど
は
、手
指
で
裏
側
か
ら
し
っ
か

り
圧
迫
し
な
が
ら
、二
〜
三
回
ド

ラ
イ
ア
イ
ス
を
使
っ
て
凍
結
、解

凍
を
繰
り
返
す
。二
週
間
で
完

治
す
る
。

（
歯
根
嚢
胞
治
療
に
お
け
る
ポ
イ
ン
ト
）

・
頬
舌
側
に
ま
た
が
る
大
き
な

歯
根
嚢
胞
の
場
合
に
は
、開
窓

療
法
を
用
い
る
の
も
一つ
の
方
法

で
あ
る
が
、必
ず
病
理
組
織
検

査
を
行
う
べ
き
で
あ
る
。摘
出
し

た
組
織
を
病
理
組
織
検
査
に
出

す
こ
と
は
、専
門
業
者
を
利
用

す
れ
ば
、一
般
臨
床
家
で
も
簡
単

に
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

（
術
中
・
術
後
の
感
染
時
の
ポ
イ
ン
ト
）

・
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
体
、も
し
く
は

抜
歯
時
に
歯
根
が
上
顎
洞
に
落

ち
た
場
合
に
は
、上
顎
洞
前
壁

を
開
け
て
摘
出
す
る
必
要
が
あ

る
が
、上
顎
洞
排
泄
機
能
検
査

を
行
う
こ
と
に
よ
り
、上
顎
洞
炎

の
手
術
が
必
要
か
ど
う
か
判
断

す
る
。

・
浸
潤
麻
酔
に
よ
り
、感
染
源

を
他
部
位
へ
拡
散
し
て
し
ま
う

恐
れ
も
あ
る
の
で
、感
染
の
な
い

部
位
に
浸
潤
麻
酔
を
行
う
の
が

鉄
則
。

・
感
染
症
の
対
応
が
悪
け
れ
ば
、

ど
ん
ど
ん
感
染
が
広
が
る
恐
れ

が
あ
る
た
め
、初
期
の
対
応
が
重

要
で
、感
染
が
長
引
く
前
に
、専

門
医
に
紹
介
す
べ
き
。

・
Ｂ
Ｐ
製
剤
に
よ
る
顎
骨
壊
死

に
は
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

・
悪
性
腫
瘍
の
症
例
は
、パ
ノ
ラ

マ
で
上
顎
洞
底
線
や
筋
突
起
が

消
失
し
て
い
る
こ
と
が
あ
る
の
で
、

パ
ノ
ラ
マ
を
見
る
と
き
は
全
体
を

見
て
、お
か
し
い
と
思
っ
た
ら
、早

期
に
口
腔
外
科
に
紹
介
す
べ
き
。

（
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
治
療
の
ポ
イ
ン
ト
）

・
ブ
レ
ー
ド
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
、サ
フ

ァ
イ
ア
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
な
ど
、過
去

の
予
後
不
良
症
例
の
数
々
か
ら
学

ぶ
べ
き
こ
と
は
多
く
、イ
ン
プ
ラ
ン

ト
治
療
の
術
前
診
断
な
ら
び
に

適
切
な
手
技
、材
料
の
選
択
、補

綴
設
計
な
ど
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
は

数
多
く
あ
る
。し
か
し
、い
か
な
る

イ
ン
プ
ラ
ン
ト
治
療
も
少
な
か
ら

ず
侵
襲
を
伴
う
処
置
で
あ
る
こ

と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

・
矯
正
用
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
の
適
応

は
、こ
れ
ま
で
不
可
能
で
あ
っ
た

よ
う
な
治
療
計
画（
特
に
大
臼

歯
の
圧
下
な
ど
）を
比
較
的
容

易
に
立
案
す
る
こ
と
が
で
き
、臨

床
上
大
変
有
用
で
あ
る
と
考
え

て
い
る
。

・
緻
密
な
下
顎
骨
は
固
定
を
得

や
す
い
が
、血
管
が
少
な
い
の
で
感

染
に
弱
く
、逆
に
上
顎
骨
は
骨
質

が
弱
く
固
定
が
得
ら
れ
に
く
い
こ

と
が
多
い
の
で
注
意
が
必
要
。

・
そ
れ
以
外
に
も
イ
ン
プ
ラ
ン
ト

治
療
で
は
、様
々
な
ト
ラ
ブ
ル
や

不
測
の
事
態（
全
身
状
態
の
悪

化
や
悪
性
腫
瘍
、放
射
線
療
法

な
ど
）も
生
じ
る
可
能
性
を
常

に
考
え
て
お
く
べ
き
か
も
し
れ
な

い
。

・
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
は
骨
結
合
が
得

ら
れ
て
い
る
た
め
、上
部
構
造
が

セ
ラ
ミ
ッ
ク
の
場
合
、咬
合
時
に

頭
の
骨
ま
で
響
く
と
い
っ
た
訴
え

や
、下
顎
臼
歯
部
イ
ン
プ
ラ
ン
ト

埋
入
後
、舌
の
側
縁
部
の
痛
み（
舌

痛
）を
訴
え
、大
学
病
院
に
紹
介

さ
れ
る
症
例
を
何
度
も
経
験
し

て
い
る
。

・
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
治
療
で
下
歯
槽

神
経
を
損
傷
し
た
可
能
性
が
あ

る
場
合
、し
ば
ら
く
様
子
を
見
る

と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、速
や
か

に
専
門
医
へ
紹
介
な
ど
の
対
応

が
必
要
で
あ
り
、訴
訟
な
ど
の
ト

ラ
ブ
ル
時
の
争
点
と
な
る
こ
と
も

あ
る
。ま
た
、イ
ン
プ
ラ
ン
ト
で
歯

を
回
復
す
る
こ
と
が
出
来
る
が
、

歯
肉
や
骨
を
回
復
さ
せ
る
こ
と

が
出
来
な
い
と
い
う
こ
と
な
ど
術

前
の
説
明
は
不
可
欠
で
あ
る
。

・
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
が
す
で
に
埋
入

さ
れ
て
い
る
患
者
が
、メ
イ
ン
テ
ナ

ン
ス
が
出
来
な
く
な
っ
た
場
合
や

介
護
が
必
要
に
な
っ
た
場
合
に

は
ど
の
よ
う
に
対
応
す
べ
き
か
、

今
後
の
課
題
は
数
多
く
残
る
。

　

以
上
、日
常
臨
床
に
役
立
つ
外

科
手
技
の
ポ
イ
ン
ト
を
分
か
り

や
す
く
整
理
頂
く
と
と
も
に
、様
々

な
ト
ラ
ブ
ル
症
例
や
経
過
不
良

症
例
を
多
数
供
覧
頂
き
、術
前

診
断
の
重
要
性
を
強
調
さ
れ
た
。

ま
た
、専
門
医
な
ら
で
は
の
視
点

か
ら
、ト
ラ
ブ
ル
回
避
の
た
め
の
ヒ

ン
ト
を
様
々
提
示
頂
き
、会
員
一

同
大
変
収
穫
の
あ
る
講
演
会
と

な
っ
た
。

（
学
術
部
・
奥
野
幾
久
記
）



ほ　く　し（３） 第２０６号

　

一
〇
月
二
六
日（
土
）、十
二
時

三
〇
分
よ
り
北
区
民
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
平
成
二
五
年
度
「
北
区

み
ん
な
の
健
康
ま
つ
り
」が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
今
年
の
テ
ー
マ
は

「
健
康
づ
く
り
、や
る
の
は
今
で

し
ょ
！
」。
今
年
は
大
型
台
風
接

近
の
た
め
開
催
が
危
ぶ
ま
れ
ま

し
た
が
、幸
い
に
も
台
風
は
前

夜
に
過
ぎ
去
り
、区
民
の
皆
様

に
多
数
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し

た
。
当
日
は
歯
科
衛
生
士
会
、

歯
科
技
工
士
会
、大
淀
歯
科
医

師
会
の
方
々
と
協
力
し
、恒
例

の
歯
科
相
談
に
加
え
、子
ど
も

を
対
象
と
し
た
フ
ッ
素
塗
布
コ

ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

当
会
が
担
当
し
た
フ
ッ
素
塗
布

コ
ー
ナ
ー
で
は
七
八
名
の
来
場

者
が
あ
り
多
く
の
親
御
さ
ん
に

喜
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
地
域
医
療
部
・
水
沼
武
史
記
）

北
区
み
ん
な
の
健
康
ま
つ
り

□HP

H25.10.26

　

「
一
般
社
団
法
人
」へ
の
移
行

申
請
の
進
捗
状
況
を
中
心
に
、

理
事
会
な
ら
び
に
、会
務
の
報
告

を
い
た
し
ま
す
。

【
移
行
申
請
】

　

本
年
七
月
二
十
二
日
に
監
督

官
庁
で
あ
る
大
阪
府
医
療
看
護

課
に「
一
般
社
団
法
人
大
阪
北
区

歯
科
医
師
会
」へ
の
移
行
申
請

書
を
提
出
い
た
し
ま
し
た
。八
月

中
旬
に
何
点
か
の
質
問
が
医
療

看
護
課
か
ら
あ
り
、そ
れ
に
つ
い

て
回
答
し
、申
請
書
を
一
部
修
正

い
た
し
ま
し
た
。そ
の
後
は
何
も

連
絡
が
ご
ざ
い
ま
せ
ん
の
で
、ス
ム

ー
ズ
に
申
請
が
承
認
さ
れ
る
の
で

は
、と
の
感
触
を
得
て
い
ま
す
。

　

年
会
費
の
暫
定
的
な
減
額
、

死
亡
弔
慰
金
の
支
払
い
準
備
金

の
設
立
な
ど
が
功
を
奏
し
、認
可

後
の「
一
般
社
団
法
人
」へ
の
完
全

移
行
は
8
年
で
完
結
す
る
見
込

み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

移
行
後
の
新
定
款
は
既
に
総

会
に
於
い
て
ご
承
認
い
た
だ
い
た

の
で
す
が
、そ
れ
に
基
づ
い
た
規

程
を
整
備
し
な
く
て
は
な
り
ま

せ
ん
。そ
の
た
め
、規
程
検
討
チ

ー
ム
を
総
務
と
顧
問
公
認
会
計

士
、司
法
書
士
を
中
心
と
し
て

立
ち
上
げ
、新
規
程（
案
）と
し
て
、

総
会
に
提
出
し
ま
し
た
。

　

新
規
程（
案
）の
現
行
規
程
と

の
主
な
違
い
に
つ
い
て
ご
説
明
い

た
し
ま
す
。

（
一
・
班
編
成
）

　

現
行
で
は
一
六
の
班
に
分
け
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、

班
ご
と
の
人
数
の
不
均
衡
が
著

し
く
な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
の
で
、

現
行
の
班
を
い
く
つ
か
合
併
し
、

十
一
の
班
に
再
編
成
い
た
し
ま
し

た
。
住
所
の
表
記
も
正
確
を
期

し
ま
し
た
。

（
二
・
弔
慰
金
）

　

死
亡
弔
慰
金
の
金
額
は
そ
の

ま
ま
に
、準
備
金
の
計
算
式
を

記
載
し
ま
し
た
。

（
三
・
入
会
金
、会
費
、及
び
負
担
金
）

　

現
行
の
入
会
時
協
力
金
、事

務
所
運
営
協
力
金
に
代
わ
る
も

の
と
し
て
入
会
金
一
万
円
、事
務

所
運
営
協
力
金
四
万
円
×
二
五

年
を
新
設
し
ま
し
た
。

　

医
療
機
関
会
費
は
四
万
八
千

円
、個
人
会
費
な
ら
び
に
管
理

歯
科
医
師
会
費
は
三
万
円
と
し

ま
し
た
。

　

近
親
者
へ
の
開
設
者
変
更
や

法
人
に
よ
る
管
理
歯
科
医
師
変

更
、並
び
に
現
行
の「
終
身
会
員
」

に
対
す
る
特
例
に
つ
い
て
は
、現

行
の
規
程
と
同
様
で
す
。

（
四
・
選
挙
）

　

選
挙
に
つ
い
て
の
規
程
に
大
き

な
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、選
挙

対
象
が
理
事
と
監
事
に
な
り
ま

し
た
。

（
五
・
役
員
出
務
費
）

　

会
を
代
表
し
て
、公
的
な
出

務
を
し
た
も
の
に
対
し
て
、そ
の

た
め
に
費
や
し
た
時
間
を
考
慮

し
て
、出
務
費
を
支
給
で
き
る
こ

と
を
明
記
し
ま
し
た
。

　

以
上
の
変
更
点
を
含
め
た
、

規
程（
案
）を
説
明
す
る
た
め
に
、

七
回
の
合
同
班
会
を
開
催
い
た

だ
き
、臨
時
総
会
に
上
程
い
た
し

ま
し
た
。

【
理
事
会
お
よ
び
会
務
】

　

理
事
会
に
於
い
て
は
、担
当
の

変
更
は
あ
っ
た
も
の
の
、新
任
者

は
お
ら
ず
、よ
り
見
や
す
い
Ｈ
Ｐ

へ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
、各
講
演
会
、

出
務
者
の
指
導
と
手
配
な
ど
を

順
調
に
行
っ
て
お
り
ま
す
。
会
員

懇
親
事
業
に
於
い
て
は
、五
〇
名

弱
の
参
加
者
が
あ
り
、カ
ニ
解
禁

日
の
カ
ニ
料
理
が
良
か
っ
た
の
か

な
ぁ
、と
福
祉
部
の
メ
ン
バ
ー
、理

事
と
も
ど
も
喜
ん
だ
と
こ
ろ
で
す
。

来
年
二
月
に
は
東
京
医
科
歯
科

大
学
の
内
山
茂
博
士
の
講
演
が

予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。今
年
度
最

後
の
大
型
事
業
で
ご
ざ
い
ま
す
の

で
、ど
う
ぞ
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く

だ
さ
い
。
会
員
の
皆
様
の
温
か
い

ご
指
導
と
ご
理
解
の
お
か
げ
を

も
ち
ま
し
て
、こ
の
よ
う
な
報
告

が
で
き
ま
す
こ
と
に
感
謝
申
し

上
げ
て
、専
務
理
事
報
告
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

「
進
め
！
法
人
移
行
Ⅱ
」

 
 
 
 
 
　
　
　

専
務
理
事 

佐
々
木

裕

医
療
保
険
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
開
催

□HP

H25.11.12

　

十
一
月
十
二
日
（
火
）
、
歯

科
医
師
会
事
務
所
に
て
医
療
保

険
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

今
回
は
、
「
小
外
科
と
そ
の

合
わ
せ
技
」
と
題
し
て
、
我
々

開
業
医
が
日
常
診
療
で
つ
い
つ

い
見
逃
し
が
ち
な
小
外
科
に
焦

点
を
合
わ
せ
、
そ
の
活
用
に
つ

い
て
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行

い
ま
し
た
。
高
麗
会
長
の
お
言

葉
の
後
、
先
ず
は
歯
周
外
科
か

ら
考
察
を
始
め
ま
し
た
。
こ
れ

は
前
回
、
前
々
回
と
勉
強
し
て

き
た
Ｓ
Ｐ
Ｔ
と
の
関
連
も
あ
り
、

Ｓ
Ｐ
Ｔ
算
定
の
復
習
も
含
め

て
多
く
の
質
問
、
意
見
が
交

わ
さ
れ
ま
し
た
。
次
に
外
科

関
連
の
も
の
に
つ
い
て
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
進
め
、
日

常
臨
床
で
行
っ
て
い
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
算
定
漏
れ
し
て

い
る
も
の
や
簡
易
な
処
置
で

算
定
で
き
る
そ
の
方
法
等
、

多
く
の
貴
重
な
意
見
も
聞
か

れ
ま
し
た
。

　

全
体
と
し
て
、
非
常
に
密

度
の
濃
い
有
意
義
な
ゼ
ミ
ナ

ー
ル
と
な
り
ま
し
た
。

（
担
当
理
事
・
岡
田
修
二
記
）

　

天
神
橋
筋
六
丁
目
商
店
会
よ

り
一
〇
月
六
日（
日
）に
商
店
街

で
行
わ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
に
関
し

て
無
料
歯
科
相
談
会
の
依
頼
を

受
け
、
午
後
〇
時
〜
四
時
三
〇

分
に
て
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

一
階
広
場
前
に
て
成
人
十
二
名
、

小
児
五
名
の
相
談
を
受
け
ま
し

た
。

　

今
回
の
商
店
街
イ
ベ
ン
ト
は
、

毎
年
一
〇
月
六
日
前
後
の
土
日

に
「
テ
ン
ロ
ク
の
日
」
と
称
し

て
行
わ
れ
て
き
た
も
の
で
す
。

　

天
神
橋
筋
六
丁
目
商
店
会
事

業
部
に
よ
る
と
、
今
後
の
方
針

は
高
齢
者
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し

て
展
開
し
て
い
く
こ
と
を
模
索

し
て
お
り
、
試
験
的
な
イ
ベ
ン

ト
と
し
て
健
康
相
談
を
行
っ
て

み
た
い
と
の
提
案
が
あ
り
ま
し

た
。

　

今
回
の
反
響
を
見
て
商
店
会

は
、
今
後
も
無
料
歯
科
相
談
会

を
継
続
し
て
い
く
の
か
、
ま
た

同
イ
ベ
ン
ト
を
天
神
橋
筋
商
店

会
（
四
番
街
、
四
丁
目
北
、
天

五
、
天
六
）
で
の
イ
ベ
ン
ト
ま

で
拡
大
し
て
い
く
の
か
を
検
討

し
て
い
く
そ
う
で
す
。

（
洪
里
周
作
記
）

H25.10.6

天
六
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
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今
年
の
冬
は
十
二
月
か
ら
平

年
よ
り
寒
く
な
る
様
で
す
。
体

に
は
十
分
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

編
集
後
記

会
員
懇
親
会

　

十
一
月
六
日（
水
）
、
毎
年

恒
例
の
会
員
懇
親
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
診
療
後
の
お
疲
れ

の
と
こ
ろ
、
ま
た
月
初
め
の
大

変
お
忙
し
い
中
、
四
三
名
の
多

く
の
先
生
方
に
お
集
ま
り
い
た

だ
き
ま
し
た
。
今
年
の
テ
ー
マ

は
『
蟹
づ
く
し
料
理
を
満
喫

す
る
会
』
と
い
う
こ
と
で
、
「
か

に
道
楽
・
梅
田
店
」
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

高
麗
会
長
の
挨
拶
に
続
き
、

三
浦
康
宏
先
生
の
乾
杯
の
音

頭
で
懇
親
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。

和
や
か
な
歓
談
の
中
、
お
料

理
は
前
菜
に
始
ま
り
、
か
に

の
お
造
り
、
か
に
酢
二
種
盛
・

か
に
茶
碗
蒸
し
・
焼
が
に
・

か
に
す
き
小
鍋
・
か
に
天
ぷ
ら
・

か
に
寿
司
と
、
か
に
づ
く
し

料
理
を
堪
能
し
ま
し
た
。
あ

っ
と
い
う
間
に
予
定
時
間
を

過
ぎ
、
野
口
副
会
長
に
よ
る

閉
会
の
挨
拶
に
よ
り
懇
親
会

は
終
了
致
し
ま
し
た
。
ご
出

席
の
先
生
方
、
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
担
当
理
事
・
土
岐
一
仁
）

□HP

H25.11.6

北
歯
ゴ
ル
フ
同
好
会
秋
季
コ
ン
ペ

H25
9.1

　

九
月
一
日（
日
）、矢
追
秀
純
先

生
の
お
世
話
で
西
宮
高
原
ゴ
ル
フ

倶
楽
部
に
於
い
て
秋
季
コ
ン
ペ
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
台

風
の
接
近
で
天
候
が
心
配
さ
れ

た
も
の
の
ち
ょ
っ
と
涼
し
い
曇
り

の
な
か
ス
タ
ー
ト
で
き
ま
し
た
が
、

残
念
な
が
ら
ハ
ー
フ
ラ
ウ
ン
ド
で

雨
が
き
つ
く
な
り
雷
雨
中
断
。ハ

ー
フ
ラ
ウ
ン
ド
で
の
成
績
発
表
と

な
り
ま
し
た
。
参
加
者
は
メ
ン
バ

ー
一
六
名
、ビ
ジ
タ
ー
三
名
の
合
計

一
九
名
で
イ
ン
コ
ー
ス
か
ら
の
ス
タ

ー
ト
で
、吉
田
皓
先
生
が
優
勝
、

西
川
亨
先
生
が
二
位
、高
麗
誠

紀
先
生
が
三
位
と
い
う
結
果
と

な
り
ま
し
た
。

　

皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
、懇
親

会
の
こ
ろ
に
は
晴
れ
間
が
で
て
き

て
事
故
も
な
く
、無
事
終
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

来
期
も
春
季
コ
ン
ペ
を
予
定

し
て
お
り
ま
す
。
決
ま
り
次
第

通
知
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、

奮
っ
て
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。な
お
ゴ
ル
フ
同
好
会

へ
の
入
会
を
希
望
さ
れ
る
先
生

が
お
ら
れ
ま
し
た
ら
、土
岐
一
仁

先
生
ま
で
ご
連
絡
お
願
い
致
し

ま
す
。　
　
　

（
樋
口
夏
彦
記
）

平成25年度・北歯ゴルフ同好会秋季コンペ成績
RANK

優勝

準優勝

3位

4位

5位

6位

7位

8位

9位

10位

11位

12位

13位

14位

15位

16位

17位

BB

BM

43
47
47
47
46
53
48
51
57
52
52
50
52
52
62
58
68
58
71

43
47
47
47
46
53
48
51
57
52
52
50
52
52
62
58
68
58
71

6.5
10
10
9
7.5
12.5
6.5
9

14.5
9
9
6.5
7.5
7.5
15
10
18
6.5
16

36.5
37
37
38
38.5
40.5
41.5
42
42.5
43
43
43.5
44.5
44.5
47
48
50
51.5
55

9
16
18

NAME OUT IN GROSS HCP NET 次回HCP

吉 田 　 皓
西 川 　 亨
高 麗 誠 紀
大 塚 俊 裕
矢 追 秀 純
樋 口 夏 彦
吉 崎 恵 忠
吉川興司雄
黒 川 森 夫
大 塚 安 代
渡 辺 道 雄
橋 本 哲 志
橋 本 　 收
田 中 康 隆
加 納 晴 彦
黒 川 晃 夫
國 田 浩 之
野 口 秀 夫
三 浦 康 宏

………

………
………
………
………

矢追、吉田
吉崎
大塚安
吉田
高麗、黒川、加納、矢追、國田

ニ ア ピ ン

ド ラ コ ン

ド ラ チ ョ ン

ベ ス グ ロ

ノーバンカー

※北歯コンペは、同ネットの場合の順位はハンディ上位、年齢上位、
女性上位の順で決定します。敬称略／順不同

蟹
づ
く
し
料
理
を

満
喫
す
る
会

　

九
月
一
日（
日
）よ
り
北
区
歯
科

医
師
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
公
開
い
た
し
ま
し
た
。

http://w
w

w
.kita-dent.or.jp/

　

当
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
、前
黒
川

執
行
部
に
お
い
て
歯
科
医
師
会

Ｉ
Ｔ
化
お
よ
び
区
民
へ
の
歯
科
啓

発
活
動
、情
報
発
信
の
手
段
と
し

て
平
成
一
八
年
一
月
一
日
に
公
開
さ

れ
ま
し
た
。そ
の
後
約
七
年
半
に

亘
り
、区
民
向
け
に
は
各
種
検
診

の
日
程
や
歯
科
保
健
活
動
に
関

す
る
情
報
発
信
、会
員
向
け
に
は

歯
科
医
師
会
行
事
の
案
内
や
そ

の
内
容
、各
種
書
類
や
フ
ァ
イ
ル
、

「
ほ
く
し
」
新
聞
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー

な
ど
を
公
開
し
て
き
ま
し
た
。し

か
し
、そ
の
後
の
Ｉ
Ｔ
技
術
の
発

展
や
環
境
の
変
化
に
よ
り
当
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
守
旧
化
し
て
き

た
こ
と
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
維
持
管

理
コ
ス
ト
を
削
減
す
る
こ
と
、北

区
歯
科
医
師
会
が
一
般
社
団
法

人
に
移
行
す
る
こ
と
を
踏
ま
え
、

こ
の
た
び
管
理
業
者
を
変
更
す

る
と
と
も
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
一
新

す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

　

新
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、引
き

続
き
市
民
向
け
の
啓
発
活
動
や

情
報
発
信
、講
演
会
の
開
催
案

内
を
公
開
す
る
と
と
も
に
、会

員
ペ
ー
ジ
内
に
は
会
員
の
情
報
交

換
用
と
し
て
掲
示
板
と「
ほ
く
し
」

新
聞
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
や
各
種
フ
ァ

イ
ル
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
ペ
ー

ジ
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

会
員
の
先
生
方
に
は
新
し
い

北
区
歯
科
医
師
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、会
員
サ
イ
ト
へ
の
ロ
グ

イ
ン
の
方
法
が
わ
か
ら
な
い
先
生

が
お
ら
れ
ま
し
た
ら
、医
療
管
理

部
・
大
西
秀
威
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。（

担
当
理
事
・
大
西
秀
威
記
）

北
区
歯
科
医
師
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル


	206-01.pdf
	206-02
	206-03
	206-04

